









　討論 : 朴奎泰 （漢陽大学校 日本言語 ･ 文化学部）
⑧裵寬紋（韓国外国語大学校 日語日文学科）
　＜神国日本＞のイメージ変遷




































　─ ‘ 生活の近代化 ’ から ‘ 農村の近代化 ’ に至るまで─
　討論 : 冨井正憲（漢陽大学校 建築学部）
② 内田青蔵（神奈川大学 建築学科／非文字資料研究セ
ンター）
　“ 洋風 ” から “ 和洋併存 ” あるいは “ 和洋混交 ” へ
　 ─明治初期の和洋館並列型住宅様式の成立過程にみる
国家的住宅様式の誕生に関する一考察─
　討論 : 韓東洙（漢陽大学校 建築学部）
③李京僖（漢陽大学校 東アジア文化研究所）
　揺れ動く＜日本的＞な富士山











































る。その 3 つの時代とは、1920 年代以降に日本の影響
を受けて出現した「文化住宅」、戦後の都市化の中で誕











　一方、筆者は、主題を「“ 洋風 ” から “ 和洋併存 ” あ
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　一方、筆者は、主題を「“ 洋風 ” から “ 和洋併存 ” あ
るいは “ 和洋混交 ” へ」とし「明治初期の和洋館並列型
住宅様式の成立過程にみる国家的住宅様式の誕生に関す
る一考察」という副題を添えて発表した。具体的には、
明治以降の上流層の新しい住宅形式を取り上げ、国家的
住宅様式の成立の過程として論じたものである。その主
張するところは、上流層の住宅形式は明治当初の 1860-
70 年代は「洋風」がめざされたが、1880 年代（明治
10 年代後半）にはオーストリアやロシアの王室存続の
手法を参考にしながら国会維持のための政策的変更によ
り伝統性を重視した「和洋併存」「和洋混交」といった
ものへと変化したこと、ただ、その変更は伝統を尊重し
継承しようとする内在的伝統継承の動きではなく、あく
までも「伝統回帰」という動きと解すべきものであった
ことを論じた。
　本学センターから参加の２名は、ともに専門領域を建
築史研究とするものであり、それ故建築を主題とする発
表であったが、他の６名の発表は極めて多岐にわたる内
容のものであり、各発表の資料も非文字資料を扱ったも
のが多く、興味深かった。そのうち、非文字研究という
観点から見て特に興味深かったのが、国際日本文化研究
センターの朴美貞氏による「絵葉書というテキストと植
民地朝鮮」という発表であった。絵葉書は、本学センター
でも非文字研究の基礎資料のひとつとして収集している
ものでもあり、資料の扱い方や分析方法など大いに参考
となるものであった。すなわち、朴氏は、これまで日本
の植民地施政における「植民地イメージ」の解析として、
戦前期に実施された「官展」に出品された日本人画家に
よる「朝鮮の視覚表象」について通時的・共時的解析を
